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　ええ〜っ　もう古希！
　つい数年前に皆さんから還暦のお祝いをして頂いたばかりと思っていたのに。この10年の
月日の経つのは本当に早く言葉に表しようのないくらいでした。その間に事務局長、29代会
長と歴任させて頂きました。会員の皆様と楽しく大いに語りあった事、特に新しく始めた錦
齢会や菁々会での出会いなどもありました。また台湾との交流では日本から24名のフェロー
と共に台湾部会を訪れ大盛況でした。ICD日本部会のフェローの皆さんにはただただ感謝あ
るのみです。
　少しゆとりが出来たので普段の診療はもちろんのこと、学

会や講習会等にも出来るだけ参加をして旧知の間柄の人達との再会を楽しみに各地
に出向いています。また台湾やミャンマーの先生との国際交流も長く続いております
が、このコロナ禍ではメールやLINEでのやりとりをしています。これもまた今までに
ない形のお付き合いで楽しくて良いものですよ。
　若い頃からの趣味のゴルフと尺八は心身リフレッシュのため『明るく楽しく』を
モットーに続けています。
　ここ３年コロナ禍のため生活様式が一変してしまい皆様と集い楽しく歓談する事が
できず寂しい思いをしておりました。一日も早く安心して会合が開ける事を祈念して
おります。
　　とりあえず　いつまでも元気な　73歳　水谷です� 第29代会長　水谷　忠司
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　国際歯科学士会（ICD）日本部会が活動を始めて70年が経過いたしました。その間大きな歴
史の変動の中で、素晴らしい先人達によって受け継がれてきたICDの崇高な理念とそれを実
践してこられた力は、今も脈々と流れています。
　WHOがパンデミック宣言をした2020年以降社会環境は大きく変化し、対人交流も今尚ま
まならない状態が続いております。このような大切な時期、隅田百登子先生の後を受け会長
を仰せつかりました。コロナ禍の２年間、予防という医療の基本を見直し専門医としての果
たすべき役割の大きさを痛感しております。
　前任の隅田会長が築き上げられた事業を継承しつつ、歴史ある学術団体として相応しい活

動ができるよう努力してまいります。
　皆さんがお持ちの高い専門医としての力を存分に発揮して頂き、利他のために貢献することこそ、ICDが理念とす
る奉仕の精神であろうと考えます。
　今後も会員各位のご支援を賜りますよう宜しくお願い申し上げます。
� （一社）ICD日本部会　会長　鏡　宣昭

2023年度

三大事業 開催予定
第66回総会・認証式
	 2023年６月３日（土）
	 �ホテルメトロポリタン	
エドモント

年末集会
	 2023年12月16日（土）
	 帝国ホテル（東京）
＊皆様のご参加を�
　　　　お待ちしております*
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◉ 総会・認証式� ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ 

　2022年度総会・認証式は2022年６月４日（土）にホテ
ルメトロポリタンエドモントにて開催されました。感
染予防に十分配慮し、３年ぶりに対面形式の開催とな
り、その模様はWEBでも配信されました。
　総会の隅田会長挨拶では、対面開催への喜びととも
に任期を振りかえり、関係各位の尽力で難局を乗り切
れたことへの感謝の気持ちを述べられました。その
後、飯島裕之議長の議事進行により、第１号議案から
第３号議案がそれぞれ満場一致にて承認されました。
また、次期役員選挙では三宮慶邦選挙管理委員長の進
行のもと、新たな理事および監事が選任されました。
　認証式第１部は、新フェローの入場から始まり、
Key、認証状、綱領およびバッジが隅田会長より授与
されました。新フェローを代表して角町正勝フェロー
より宣誓が行われ、晴れて５名の新しいメンバーを迎
えることとなりました。
　認証式第２部は会場を一新し、西原祐二氏による特

別講演「雅楽とは～その歴史と三つの管楽器のご紹介
〈天の声、地の声、天地を行き交う鳥の声〉～」が行わ
れました。貴重なお話と普段はあまり耳にすることの
ない厳かな音色に、会場は凛とした雰囲気に包まれま
した。懇親会では国際会長、韓国部会会長および台湾
部会会長のビデオレターが流された後、新フェローそ
れぞれが同伴者とともに自己紹介をされ、ICDにおけ
るこれからの決意を表明しました。会長交代式では隅
田前会長から鏡新会長に会長チェーンが、鏡新会長か
ら隅田前会長にパストプレジデントバッジがそれぞれ
贈呈されました。
　感染予防対策の観点から、例年よりコンパクトな時
間とはなりましたが、すべての行事が滞りなく行わ
れ、盛会裏に終わりました。

事業運営（総会・認証式担当）委員会
委員長　赤井　淳二

会長交代式

認証式集合写真

特別講演の雅楽演奏

角町先生による新フェロー宣誓
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◉ 年末集会�◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖

　2022年12月17日（土）、帝国ホテル光の間にて年末
集会がリアル開催されました。第６波、第７波を経て、
やっと落ち着いたかに見えたCOVID-19ですが、次第
に感染者数増加という状況の中、新型コロナ感染症対
策特別委員会による指針および帝国ホテルのご協力の
もと、万全の体制で開催することができました。皆様
のご理解、ご協力に心より感謝申し上げます。
　特別講演には、七沢フェローのご紹介の前駐日アル
メニア共和国特命全権大使グラント・ポゴシャン氏を
お迎えし、アルメニアの魅力をお話しいただきまし

た。アトラクションには Jack the Magician氏をお迎
えし、今までとは趣の違う楽しいひと時を過ごせまし
た。懇親会では2022年度ニューフェローの紹介や神奈
川歯科大学からの招待留学生の発表なども行うことが
できました。本年度は入会者が少なく参加したニュー
フェローが３名と寂しかったのですが、今後はまた会
員を増やし、楽しい会にしていきたいと委員一同考え
ております。引き続きよろしくお願いいたします。

事業運営（年末集会担当）委員会　委員長　常盤　肇

◉ 冬期学会�◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ 

　第53回冬期学会は2023年２月19日（日）に、メイン
テーマ「人生100年時代の歯科医療を見据えて」と題し
て開催されました。昨年度に引き続き今年度も
COVID-19感染拡大防止の観点からライブ配信となり
ました。講演Ⅰでは林 昌二フェロー（神奈川歯科大学
附属横浜クリニック インプラント科 特任教授）から
「将来を見据えたインプラント上部構造について」と

題し、超高齢社会における患者の将来を見据えたイン
プラント補綴装置として電鋳テレスコープインプラン
ト上部構造の有用性について、基礎研究データと臨症
例を示され詳しく解説されました。講演Ⅱでは若林健
史フェロー（医療法人社団真健会 若林歯科医院 院長）
から「豊かな人生を送るための歯周病治療とは」と題
し、カウンセリング、歯周基本治療の重要性、さらに

招待留学生と国際交流委員会メンバー

Grant Pogosyan氏による特別講演

Jack the Magician氏によるマジックショー
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歯周病予防による全身の健康の維持・増進について、
歯周病治療に関する多くの臨床例とともに先生の歯科
医院での歯周病治療システムの紹介を通して詳しく解
説されました。それぞれの講演後には参加者から多く
の質問が寄せられ有意義な学会となりました。

事業運営（冬期学会担当）委員会　委員長　斎藤　隆史

◉ 改革推進委員会 �❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖  

　改革推進委員会は定款並びに規約、さらには諸問題
に関して、執行部から諮問された事項を協議・検討し、
答申しています。今期は大岡 洋常任理事、内田耕司理
事、中村委員長、 竹島明道副委員長、和久本雅彦委員、
麻生幸男委員、照山裕子委員、阿部健一郎委員、北田
真紀委員、原元信貴委員、安達一典委員の11名の構成
です。
　現在は、ICD日本部会の社会的知名度を上げる目的

と本会の社会奉仕活動活性化のため、ICDアワード及
びICD特別賞を実施するための協議を重ね、第３回
ICD特別賞表彰式（2023年６月）の準備をしています。
また年度末には受賞者の所属大学において、第２回
ICDアワード（学生対象）の表彰式が開催されます。

改革推進委員会　委員長　中村　朋美

◉ 広報・編集委員会 �❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ 

　広報・編集委員会は、今村嘉宣常任理事、飯島裕之
理事のもと、ICD日本部会雑誌の発刊、HP、Facebook
の管理・運営を行なっています。委員会開催はオンラ
イン（Zoom）で行っており、今年度は対面での開催は
未だありません。しかし時間の節約と有意義な議論は
できています。昨年は本部からのオリエンテーショ
ン・リーダーシップ・マニュアルの提示があり、国際
交流委員会のご協力により翻訳された抜粋版を抱合せ
で、９月に「雑誌第53巻１号」を発刊しました。特別
企画では、歯科医学におけるSDGsについて３先生に
ご執筆を頂きました。またオンライン開催した第52回
冬期学会講師（日本部会フェロー）の講演内容も収載

しました。フェローの先生方からの投稿もあり大変ボ
リュームのあるものとなりました。なお今年度はオリ
エンテーション・リーダーシップ・マニュアルの追加
のため、例年より発刊が遅くなりましたことをお詫び
いたします。
　2023年度の雑誌第54巻１号も新しい特別企画を開
始し、新フェロー投稿をさらに充実させる予定です。
HP、Facebookで積極的に情報発信を行い、随時更新
しています。ぜひ閲覧・登録をお願いします。ご意見や
アドバイスも大歓迎です。

広報・編集委員会　委員長　掘江　卓

講師および冬期学会担当委員

林 昌二フェローによる講演

若林健史フェローによる講演
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◉ 国際交流委員会 �❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖

　国際交流委員会が最も大切にしている活動は「韓国・
台湾部会をはじめとした他のセクションとのリアルな
交流による相互理解」です。しかしここ数年と同じく、
総会・認証式での動画の交流は続けているものの、今
年度もface to faceの交流はかないませんでした。
　しかし、それに劣らない交流に当委員会は取り組ん
でいます。年末集会での留学生交流事業です。今年度
は神奈川歯科大学に留学中の韓国の朴熙泰先生が歯牙
歯数・形態のゲノム解析を、モンゴルのアルタンバガ
ナ・ナンデンウチラル先生がモンゴルの歯科教育制度

などをご発表、フェローの皆様も熱心に聴き入り、質
問も多数ありました。
　留学生との交流を図る意義は、将来の国際交流の種
を蒔いておくことです。日本に留学してくる学生は、
帰国したのちに母国の歯科界をリードする存在となり
ます。お二人ともこれまでICDのことはご存知なく、
この交流を契機に将来、わが国と韓国、モンゴルの架
け橋の存在となることを期待したいと思います。

国際交流委員会　委員長　森永　宏喜

◉ 財務委員会 �❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ 

　ICD日本部会は、長期的な会員数減少と運営基盤の
困難さの中での対応が求められるようになってきま
した。このような状況の中、財務委員会は本会の財政
運営を担当する財務主事を支援する委員会として活動
してきました。
　現在の財務委員会は中村勝文財務主事のもと私の他
に西田紘一副委員長、小嶋太郎委員、佐藤節子委員、
藤井佳朗委員により運営がされています。
　今年度は秋以降、委員の間で本会の財務の在り方に
ついて議論を行い、2022年９月27日付けで、ICD日本
部会の支出削減と収入増加について意見をとりまとめ

ました。また、11月の委員会では、会の運営が以前よ
りも厳しくなっている実状も踏まえ、昨年秋の円安の
状況等の推移を考慮し、海外旅費の取扱いについてい
ままでの慣例を踏まえながらルールを定めることを議
論しました。
　今後も本会の活性化に貢献ができるよう、財務委員
会としての対応を行っております。なにかあれば、ご
照会ください。

財務委員会　委員長　上條　英之

◉ 会員支援委員会 �❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖◆ ❖

　私ども会員支援委員会は、主として認証式における
ニューフェローの先生方の各種お手伝いおよび菁々
会、錦齢会という年２回の会員親睦会の開催を活動内
容としております。今年度認証式に於いては５名の
ニューフェローをお迎えし、各種お手伝いをさせてい
ただきました。コロナ収束はまだ見えてきませんが、
年末集会も盛会で今後のICDの発展を予感させるもの
となりました。２月には冬期学会が開催されますが、

今回はオンラインとなります。
　今後はパンデミックの終息とともに、再び世界の
フェローとの交流が増えてくる事も予測されます。今
後私どもの委員会では、更なる新入会員の増強につな
がるような、より意義のある会員支援の在り方につい
ても模索して行きたいと考えております。

会員支援委員会　委員長　安藤　正実

◉ 新型コロナ感染症対策特別委員会 �❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ 

　この特別委員会は、前年度に続き感染症対策特別委
員会として鏡会長により設置されました。前委員会で
は、国内外の研究論文等を収集し、特に感染経路につ
いて各論文を検証した結果、換気能力の十分な施設で
は空気感染の発生は確率が低く、主な感染経路は飛沫
感染と結論づけるに至りました。この結論は本年も覆
ることなく2022年12月の年末集会は、政府の感染対策
および帝国ホテルの感染対策基準に沿って開催しまし

た。開催にあたり、本委員会作成の参加者健康チェッ
クシートを前年同様に活用し、一部規制緩和された状
況下でも感染者を出さずに年末集会を行うことができ
ました。本年度は、健康チェックシートに加え、集会
後の健康観察についてもフォローアップを行い、より
きめ細やかな対策をとりました。

新型コロナ感染症対策特別委員会　委員長　内田　耕司
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◉ 20２2年度ニューフェロー紹介（５名） ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖

氏　名
①推薦者（敬称略）
②出身地
③出身校／専門分野
④趣味
⑤一言（ICDに期待すること等）
� ※五十音順

梅津　糸由子 フェロー
①	隅田　百登子、西田　紘一
②	埼玉県
③	日本歯科大学／小児歯科
④	旅行、観劇
⑤	歴史あるICDに入会させていただ
きありがとうございました。これ
まで小児歯科分野以外の諸先生
方と交流ができる機会がなかっ
たので、楽しみにしております。
また歯科医療の発展に貢献できる
よう微力ながら、精一杯尽力させ
ていただきますので、よろしくお
願いいたします。

柴原　孝彦 フェロー
①	今村　嘉宣、坂本　紗有見
②	東京都
③	東京歯科大学／口腔外科
④	登山、ウォーキング
⑤	歯科界の先駆者であり、歯科界に
カツを入れる学術団体であって
ほしい。

角町　正勝 フェロー
①	今村　嘉宣、小野　清一郎
②	長崎県
③	九州歯科大学／摂食嚥下リハビリ
テーション

④	釣り
⑤	アジア地域で高齢化の進行が著し
い国々への在宅医療などへの支援
など。

本間　輝章 フェロー
①	千田　彰、前島　健吾、�
Dr. Christian S. Stohler、�
Dr. Kenneth Judy（アメリカ部会）

②	東京都
③	日本歯科大学／インプラント、�
審美歯科、包括的歯科診療

④	テニス、 スキー、 ハンティング、
クレー射撃、クルージング、キャ
ンプなど（鴨撃ちに行き、捕った
鴨で鴨南蛮をつくる喜びを知る・
キャンプでは最近テントサウナに
ハマっている）

⑤	この度は、国際歯科学士会の皆様
にお迎えいただき、本当に感謝し
ております。私の父の本間憲章も
ICDのフェローであり、２世代で
会に所属させて頂くことも大きな
喜びであります。私が留学をした
のは10年以上前になりますが、現
在も国際学会の理事、通訳などを
して、最新の歯科医学への研修は
怠らないようにしています。この
会を通じて、日本を含めた国際的
な歯科レベルの向上と、それによ
る患者さんの健康寿命増、QOL
の向上に寄与することが志であり
ます。先輩方のご指導を賜りなが
ら、歴史ある国際歯科学士会の一
員として、志を実現することがで
きますよう努力を続けていく所存
であります。どうぞ皆様よろしく
お願いいたします。

米山　武義 フェロー
①	今村　嘉宣、佐藤　裕二
②	静岡県
③	日本歯科大学／臨床歯周病学、�
老年歯科医学

④	ハイキング、家庭菜園、�
仏教の理念を学ぶ

⑤	何もわかりませんのでご指導ご
鞭撻のほど宜しくお願いいたしま
す。
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◉ 2021年度中部支部総会・学術講演・懇親会　報告   ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ 

　延期となっていたICD日本部会中部支部の2021年度
総会・学術講演・懇親会が、2022年４月３日（日）に名
古屋東急ホテルにて開催されました。新型コロナウイ
ルスの影響で2020年度は開催できませんでしたが、今
回2年ぶりにまん延防止措置の状況を踏まえ、リアル
開催をすることができました。総会では2021年度事
業・会計報告や2022年度中部支部活動が承認され、学
術講演は千田彰フェローにより、「歯学部教育・ICDの
歴史」について講演いただきました。
　懇親会では、2021年度に入会された中部支部所属 

岸本崇史フェローの紹介、ならびに挨拶がありまし
た。久しぶりの対面での会食はとても楽しく有意義で
した。そのあとは出席者全員による“一言・近況報告”
が行われ、会場全体が賑やかで、楽しい雰囲気に包ま
れ、和やかな懇親会となりました。
　実開催による総会が無事に終われたことに、ホテル
関係者並びに中部支部会員に感謝とお礼を述べさせて
いただきます。

中部支部　支部長　鈴村　佳弘

◉ 202２年度中部支部総会・学術講演・懇親会　報告   ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ 

　ICD日本部会中部支部の2022年度総会・学術講演・
懇親会が、2023年３月５日（日）にANAクラウンプラ
ザホテルグランコート名古屋にて開催されました。中
部支部のフェロー13名が出席し、総会では2022年度事
業・会計報告や2022年度に入会された中部支部所属
フェロー（米山武義フェロー）の紹介、2023年度中部支
部活動が承認されました。
　学術講演は須賀康夫フェローにより、「歯科領域での
麻酔」についてご講演いただきました。特に歯根膜麻
酔の臨床活用については興味深い内容でした。
　懇親会は、鏡 宣昭会長をはじめとして６名の来賓

出席者をお招きし、久しぶりの対面での会食はとても
楽しく、有意義でした。そのあとは出席者全員による
“一言・近況報告”が行われ、会場全体が賑やかで、楽
しい雰囲気に包まれ、いつもながらの和やかな懇親会
となりました。
　今回も実開催による総会が無事に終われたことに、
ホテル関係者並びに中部支部会員に感謝とお礼を述べ
させていただきます。

中部支部　支部長　鈴村　佳弘

千田 彰フェローの講演参加フェローの皆様（名古屋東急ホテル）

参加フェローの皆様（ANAクラウンプラザホテル）須賀康夫フェローの講演
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https://www.icd-japan.gr.jp

ICD日本部会　Facebook

会　誌 本部発行
雑誌

国際歯科学士会 日本部会雑誌 The Globe

◉ 第２回ICD特別賞　表彰式報告 � ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ ❖ ◆ 

　2022年６月４日（土）第65回総会・認証式の中で、第
２回ICD特別賞表彰式が開催されました。
　この表彰制度は、宮﨑 隆マスターの御尽力により
創設され、隅田前会長により実現に至った制度で、第
２回目の表彰式が執り行われました。
　ICD特別賞とは、歯科医学・医療を通じて国際的貢
献を行なった歯科医師を表彰するもので、国際歯科学
士会に相応しい表彰制度であり、第２回は佐藤吉則マ
スター（中国での研修プログラム等）、隈部まさるフェ
ロー（エイクレス開発等）、齋藤 毅マスター（第25代
会長時の国際理事会開催等）の御三方が受賞されまし
た。
　歯科界をリードする功績により受賞された３名の先
生方に、改めて敬意を表したいと思います。また、ご
協賛いただいた企業（ジーシー、デンツプライシロナ、
モリタ）の皆様に、心より御礼申し上げます。

� 改革推進委員会　委員長　中村　朋美

第２回ICD特別賞受賞者と協賛企業


